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昨
年
の
十
月
六
〜
八
日
の
三
日
間
、
新
居
浜
で
産
業

考
古
学
会
の
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
産
業
考
古
学

会
と
い
っ
て
も
、
聞
き
な
れ
な
い
人
が
多
い
に
ち
が
い

な
い
。
し
か
し
土
木
・
建
築
を
ふ
く
む
産
業
遺
産
の
保

存
に
関
し
て
、
わ
が
国
で
は
最
も
古
い
学
会
で
、

一
九
七
七
年
に
創
立
さ
れ
て
い
る
。
産
業
遺
産
の
保
存

に
関
す
る
国
際
組
織
で
は
、T

ICCIH

（
国
際
産
業
遺

産
保
存
委
員
会
、
先
月
号
参
照
）
が
有
名
だ
が
、

T
ICCIH

の
創
立
が
一
九
七
八
年
だ
か
ら
そ
れ
よ
り
一

年
早
く
設
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
書
く
と
い
か
に
も
先

駆
的
な
学
会
と
い
え
る
が
、
種
を
あ
か
せ
ば
イ
ギ
リ
ス

産
業
考
古
学
会
が
一
九
七
三
年
に
創
立
さ
れ
、
同
年
、

産
業
革
命
発
祥
地
の
ひ
と
つ
で
、
世
界
最
初
で
最
古
の

鉄
の
橋
の
あ
る
ア
イ
ア
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
峡
谷
に
お
い
て
、

第
一
回
産
業
記
念
物
保
存
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
発
展
形
と
し
てT

ICCIH

が
生
ま
れ
た
。
産
業
考

古
学
会
は
、
第
一
回
の
国
際
会
議
に
参
加
さ
れ
た
人
た

ち
が
、
日
本
で
も
同
様
な
課
題
が
あ
る
と
し
て
設
立
し

た
学
会
で
あ
る
。
発
想
の
原
点
は
海
外
に
あ
る
が
、
土

木
・
建
築
分
野
を
ふ
く
め
保
存
を
メ
イ
ン
と
す
る
学
会

と
し
て
は
、
わ
が
国
最
初
で
あ
る
。
産
業
考
古
学
会
は
、

T
ICCIH

の
日
本
支
部
を
兼
ね
て
い
る
。

　
世
界
文
化
遺
産
を
評
価
す
るICO

M
O
S

は
、
産
業
遺

産
の
評
価
に
際
し
て
はT

ICCIH

に
意
見
を
聴
取
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
先
月
号
）。T

ICCIH
自
体
、
わ

が
国
で
は
馴
染
み
が
な
い
が
、
昨
年
の
十
一
月
、
ア
ジ

ア
で
は
じ
め
て
のT

ICCIH

国
際
会
議
が
十
一
月
四
〜

八
日
の
五
日
間
の
日
程
で
台
湾
で
開
催
さ
れ
た
（
会
議

後
の
見
学
日
程
を
ふ
く
め
る
と
全
八
日
間
）。
ア
ジ
ア

の
国
際
会
議
な
の
で
、
産
業
考
古
学
会
の
会
長
を
拝
命

し
て
い
る
筆
者
も
、
基
調
講
演
の
栄
に
浴
す
る
こ
と
が

で
き
た
（
他
に
は
主
催
国
の
台
湾
、
会
長
の
ア
メ
リ
カ
、

産
業
考
古
学
提
唱
国
の
イ
ギ
リ
ス
の
各
講
演
者
）。

　
わ
が
国
の
産
業
考
古
学
会
は
、
設
立
さ
れ
て
か
ら

三
五
年
に
も
な
る
の
に
、
い
ま
ま
で
一
度
も
新
居
浜
で

全
国
大
会
を
開
催
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
と

い
え
ば
、
全
国
大
会
は
地
元
の
協
力
が
あ
っ
て
は
じ
め

て
開
催
で
き
る
の
だ
が
、
い
ま
ま
で
体
制
が
整
わ
な
か

っ
た
。
し
か
し
新
居
浜
は
日
本
三
大
銅
山
の
一
つ
と
し

て
知
ら
れ
、
近
代
の
産
業
遺
産
が
、
数
多
く
し
か
も
大

規
模
に
残
っ
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
新
居
浜
大

会
は
会
員
の
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
。
昨
年
か
ら
会
長
を

拝
命
し
た
筆
者
は
、
愛
媛
に
は
二
〇
年
以
上
も
前
か
ら

縁
が
あ
る
の
で
、
一
肌
脱
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
一
〇
年

前
に
は
『
愛
媛
温
故
紀
行
』（
㈶
え
ひ
め
地
域
政
策
研
究
セ

ン
タ
ー
）
に
も
関
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

「
金・銀・銅
サ
ミ
ッ
ト
」の
先
を
見
す
え
て

別
子
銅
山

伊
東 

孝

文
Takashi Itoh

◉
日
本
大
学
理
工
学
部
社
会
交
通
工
学
科 

特
任
教
授

H
oichi N

ishiyam
a

西
山
芳
一

写
真

◉
土
木
写
真
家

東
とう

平
なる

の索道場（索道基地と選鉱場・貯鉱庫）跡
物資輸送の中継基地で、下部鉄道の黒石駅まで鉱石が搬送された。1905（明治38）年竣工。
1916（大正５）年、旧別子にあった採鉱本部が移転し、東平は鉱山町となる。煉瓦は索道の基
礎跡。

同発電所内部
右側の水車（手前）と発電機（奥）が建設当初
からのもので2号機。水車は1910年、独フォ
イト社製、発電機は1,500kW・1909年、独
ジーメンス・シュッケルト社製。天井のクレ
ーンも当初からのもの。

端
は

出
で

場
ば

水力発電所
送水鉄管は、右側の斜面沿いに配置され、発
電所内の水車を回して発電した。有効落差
560.61ｍは、当時東洋一といわれ、出力
3,000kWもわが国最大級であった。1912（明
治45）年竣工。登録有形文化財。
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突
山
」
と
愛
唱
す
る
。
か
つ
て
山
の
麓
に
は
、
精
錬
所

（
明
治
二
十
一
年
竣
工
）が
あ
っ
た
が
、昭
和
三
年
、同
地

に
大
山
積
神
社
が
旧
別
子
か
ら
遷
座
さ
れ
、
あ
わ
せ
て

若
き
鉱
夫
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て
石
積

み
の
観
客
席
を
も
つ
山
根
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
整
備
さ
れ
た
。

　
煙
突
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
そ
う
と
、
地
元
の
市
民

団
体
が
山
肌
を
整
え
て
登
山
道
を
整
備
し
、
里
山
と
し

て
管
理
し
て
い
る
。
登
山
道
の
処
ど
こ
ろ
に
は
、
ベ
ン

チ
や
案
内
板
、
急
な
階
段
や
坂
道
に
は
手
す
り
が
設
け

ら
れ
、
い
ず
れ
も
地
元
の
人
た
ち
の
手
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
ん
な
に
高
い
山
で
は
な
い
の
で
、
朝
の
散

歩
が
て
ら
に
頂
上
ま
で
登
る
人
が
多
い
と
い
う
。
取
材

中
に
も
山
か
ら
下
り
て
く
る
老
夫
婦
に
お
会
い
し
た
。

　
地
元
の
高
校
生
た
ち
の
活
動
も
盛
ん
で
あ
る
。
県
立

新
居
浜
南
高
校
の
生
徒
は
、
ま
ち
学
習
と
し
て
別
子
銅

山
の
近
代
化
遺
産
の
調
査
・
研
究
を
一
九
九
九
（
平
成

十
一
）
年
か
ら
お
こ
な
い
、
ビ
デ
オ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
制
作
、
体
験
者
の
話
を
取
材
し
た
「
語
り
部
ア
ー
カ

イ
ブ
」
活
動
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
情
報
発
信
し
て
い
る
。「
マ
イ
タ
ウ
ン
マ
ッ
プ
・
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
受
賞
し
た
り
、
二
〇
一
〇
年
に
は
活
動
が

認
め
ら
れ
て
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
認
定
さ
れ
た
。

わ
た
し
も
は
じ
め
て
知
っ
た
の
だ
が
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク

ー
ル
と
は
、
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
に
示
さ
れ
た
理
念
を
学
校

現
場
で
実
践
す
る
た
め
、
国
際
理
解
教
育
の
実
験
的
な

試
み
を
比
較
研
究
し
、
そ
の
調
整
を
は
か
る
共
同
体
と

し
て
一
九
五
三
年
に
発
足
し
た
も
の
だ
。

　
さ
て
新
居
浜
の
別
子
銅
山
は
、
暫
定
世
界
遺
産
リ
ス

　
江
戸
時
代
の
一
六
九
一（
元
禄
四
）年
に
開
坑
し
た
別

子
銅
山
は
、
一
九
七
三（
昭
和
四
十
八
）年
に
閉
山
す
る

ま
で
の
約
二
八
〇
年
間
に
七
〇
万
㌧
の
銅
を
産
出
し
た
。

開
坑
し
た
七
、八
年
後
に
は
、
世
界
一
と
い
わ
れ
る
年

間
一
、五
〇
〇
㌧
を
超
え
る
産
出
量
を
誇
っ
た
が
、
そ
れ

も
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
江
戸
時
代
を
通
じ

て
、
年
産
三
〇
〇
㌧
以
上
の
産
銅
量
を
保
持
し
て
長
崎

貿
易
を
支
え
、
東
ア
ジ
ア
の
貨
幣
経
済
に
貢
献
し
た
。

　
鏨
と
槌
と
玄
翁
に
よ
る
手
掘
り
に
代
わ
っ
て
登
場
し

ト
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
、
石
見
銀
山
遺

跡
の
あ
る
島
根
県
の
大
田
市
で
、
新
居
浜
市
長
、
佐
渡

市
長
が
参
加
し
て
「
金
・
銀
・
銅
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催

さ
れ
た
。
翌
年
、
第
二
回
が
佐
渡
市
で
開
催
さ
れ
、
同

年
、
石
見
銀
山
遺
跡
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
に
は
第
三
回
の
「
金
・
銀
・
銅
サ
ミ
ッ
ト
」

が
新
居
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
。
新
居
浜
市
当
局
の
姿
勢

は
わ
か
っ
た
。
施
設
や
土
地
を
所
有
し
て
い
る
住
友
グ

ル
ー
プ
と
の
調
整
に
時
間
を
と
ら
れ
て
い
る
の
か
も
知

れ
な
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル
で
は
な
い
が
、

金
・
銀
・
銅
の
世
界
遺
産
登
録
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
夢

が
あ
る
。

「煙突山」の煉瓦煙突
煙突を囲む小さな広場も、地元の市
民団体が自主的に維持管理してい
る。市は、住友グループ企業と土地
を交換して、煙突周辺を市有地とし
てまとまった形で保存し、倒壊防止
のため煙突内にはコンクリートを充
填した。登録有形文化財。

山
根
グ
ラ
ウ
ン
ド
観
覧
席
と
大
山
積
神
社

若
き
鉱
夫
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
つ
く
ら
れ
た
。
き
れ
い
に
整
え
ら
れ
た
石
積
み

は
、
と
て
も
素
人
に
よ
る
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
植
林
で
埋
も
れ
た
山
の
斜
面
に
築

か
れ
た
壮
大
な
石
積
み
群
を
思
え
ば
、
当
時
の
鉱
夫
た
ち
の
技
量
も
う
な
づ
け
る
。
登

録
有
形
文
化
財
。

遠お

登と

志し

橋

鋼
ア
ー
チ
橋
（
下
）
と
吊
橋
（
上
）、
二
つ
の
橋
が
か
か
る
。
ア
ー
チ
橋
を
保

存
す
る
た
め
に
吊
橋
が
架
け
ら
れ
た
。
縁
を
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
写
真
か

ら
も
わ
か
る
。
め
ず
ら
し
い
橋
名
は
、
地
名
の「
落
シ
」を
嫌
っ
て
、
当
て
字

に
し
た
。
一
九
○
五（
明
治
三
十
八
）年
竣
工
。
登
録
有
形
文
化
財
。

・「
別
子
開
坑
二
百
五
十
年
史
話
」
㈱
住
友
本
社
、
昭
和
十
六
年

参
考
文
献

た
近
代
技
術
は
、
疲
弊
し
て
い
た
銅
山
を
再
生
さ
せ
た
。

火
薬
や
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
輸
入
、
削
岩
機
、
巻
揚
機
、

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
、
蒸
気
機
関
、
電
気
、
電
車
な
ど
、
近

代
の
技
術
と
最
新
式
の
機
械
が
年
を
追
う
ご
と
に
導
入

さ
れ
た
。
中
で
も
採
鉱
に
関
わ
る
最
初
の
火
薬
の
導
入

が
一
番
あ
り
が
た
か
っ
た
と
い
う
。一
カ
年
の
産
銅
額
が
、

旧
幕
時
代
の
優
に
百
年
分
に
匹
敵
す
る
と
も
い
わ
れ
た
。

明
治
後
期
の
四
十
年
代
に
は
、
産
銅
量
が
六
、〇
〇
〇

㌧
台
を
記
録
し
て
い
る
。
元
禄
期
の
四
倍
で
あ
る
。

　
別
子
銅
山
の
遺
産
群
は
、
種
類
や
時
代
・
地
域
の
多

様
さ
・
広
さ
に
お
い
て
、
わ
が
国
随
一
と
い
え
る
。
遺

産
の
分
布
は
、
赤
石
山
系
の
山
中
か
ら
、
麓
の
端は

出で

場ば

・
山
根
地
区
、
海
岸
部
の
星
越
・
惣そ

う

開び
ら
き・
新
居
浜
港
、

さ
ら
に
は
沖
合
の
四
阪
島
（
今
治
市
に
属
す
る
）
に
ま

で
及
ぶ
。
時
代
的
に
は
、
江
戸
期
か
ら
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
期
の
繁
栄
と
閉
山
ま
で
の
変
遷
を
示
す
一
連
の
遺

構
が
現
存
す
る
。

　
江
戸
期
の
遺
構
は
旧
別
子
を
中
心
に
、
寺
院
跡
、
番

所
跡
と
石
垣
、
蘭
塔
場
（
一
六
九
四
年
に
お
き
た
別
子

大
火
災
の
犠
牲
者
の
霊
を
奉
っ
た
墓
所
）
跡
、
坑
口
跡
、

坑
道
内
に
は
江
戸
期
の
採
掘
鉱
法
で
あ
る
「
犬い

ぬ

下さ
が

り

掘
」（
鉱
床
を
斜
め
に
掘
進
す
る
採
掘
法
）
跡
や
「
二
三

の
銀か

ね

切ぎ
り

」（
坑
内
の
大
き
さ
が
幅
二
尺
・
高
さ
三
尺
）
跡

な
ど
が
残
る
。
　

　
今
回
現
地
で
わ
か
っ
た
の
は
、
地
元
の
人
た
ち
が
遺

産
の
保
護
活
動
に
関
わ
り
は
じ
め
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。

写
真
に
掲
載
し
た
煉
瓦
煙
突
は
、
国
嶺
川
の
出
口
、
山

根
の
生

し
ょ
う

子じ

山や
ま

の
頂
き
に
立
っ
て
い
る
。
地
元
で
は
、「
煙


